
最新の技術と温かくきめ細やかなサービスが評判の「美容室 
Bee’s hair」。雇われ店長からオーナーへと立場が変わり、さらに移
転・改装という大きな転機を経る中でも、常に人を大切に想う心と前
向きな姿勢を貫いてきた松井理恵さん。「有限会社 Bee’s」の代表
取締役としての歩みを振り返ってもらいました。

～企業トップのインタビューを通して、経営者のビジネス活力を促進～俺の私の不撓不屈 vol.6

■雇われ店長からオーナーへの転身

　「生涯一従業員でいい」という考えで雇われ店長を務めて

いた私が、オーナーから「手を引きたい」と告げられたこと

が美容師人生最初の転機だったと思います。別の店に勤める

という選択肢もありましたが、「これは天に与えられたチャ

ンスに違いない」と前向きに捉え、オーナーとして新たなス

タートを切ることにしました。

■「人が命」という揺るぎない信念

　今の私があるのは、【人が命】という信念に従った結果だ

と感じています。真面目で心優しいスタッフ、貴重な教えを

与えてくださる諸先輩方、親身になってアドバイスをくれる

友人・知人たち、支えてくださるお客様、そして家族。これ

からも彼らと自分を信じて前進し続け、感謝の念を忘れずに

少しずつ恩返しができたら、と思っています。

■迷ったら必ずより困難な道を選択

　そんな苦しい時期に私を支えたのは、スタッフと自分を

信じる気持ち、そして有言実行という言葉でした。経験

上、困難な道でこそ努力できることと後悔なく歩めること

はわかっていましたし、何より、逃げたくはないという気

持ちと仕事への情熱がありました。そんな思いで何とか踏

み止まっていた頃、移転リニューアルによる状況の好転を

期待して相談していた不動産屋から朗報が入り、事態が進

展し始めたのです。人やモノとの出会いは、タイミングの

良し悪しなどに左右されます。それでも、私はどの出会い

もチャンスや転機と捉えて正面から向き合ってきました。

誰かではなく自身が心から望んで動かなければ、何も変わ

らないし始まりませんから。

「経験が増すと、助言や手助けを素直に受け入れ
られなくなりがちですが、一人ではいずれ限界が
来ますよね」と、誰からも柔軟に学び、良いこと
は積極的に取り入れるという松井さん。人を大切
に想い、尊敬・尊重の心を重視する【人が命】の
精神を、潔いほどに貫いている。

有限会社 Bee’s 代表取締役 松井理恵氏

■結婚・出産から売上半減の危機へ

　新体制になり1年が経つ頃には、経営も軌道に乗り始め、

プライベートで結婚・出産を決意できるほどになっていま

した。しかし、妊娠時に思いがけず体調を崩し、お店をス

タッフに任せざるを得ない状況に追い込まれると状況は一

転。スタッフを信頼していたものの、現場の中心を担って

いた私が急に抜けたことで足並みが乱れ、さらにスタッフ

のトップがお客様をごっそり抱えて独立してしまったた

め、売上半減という危機的状況に陥りました。こうなると

さすがに楽天家で何でも前向きに考えられる性分の私も、

資金面の苦しさもあって途方に暮れました。くわえて初め

ての子育てもスタートしたばかりで余裕がなく、正直諦め

の気持ちも湧き始めていました。

「人」を大切に想い信じる心が、
困難な道を選ぶ勇気と
前向きな気持ちをもたらす

松井理恵氏（まつい・りえ）
有限会社Bee’s 代表取締役

佐久市出身。現店舗への移転
から10年、現在は着付教室や
美容学校の講師としても活躍
中。別事業を営むご主人と小学
4年になる息子さんと暮らす。


